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(1) 背景：モンゴルは気候変動の影響を受けやすく， 

1940 年から 2005 年の間で年平均気温が 2.1 度上

昇したことが報告されている(UNDP, 2011)．そのた

め，永久凍土や氷河に覆われた地域の縮小，生態

系境界への影響，及び年間降雨量の変動増大が

懸念されている．過放牧及び鉱物採掘などの人間

活動による環境への影響も懸念も考えられている． 

モンゴルにおいて農業は重要な役割を果たしてお

り，GDP のおよそ 18%を占め，38%の人々が従事し

ている (UNDP, 2011)．しかし，気候変動や人間活

動による環境変化が農業，人々の生活，そして経

済にも大きく影響を与えることが予測される．本研

究ではリモートセンシング，GIS を用いてボルガン

県周域における近年の土地被覆変化を調べ，その

主な要因を分析する． 

(2) 対象地域：ボルガン県はモンゴルの北部に位置す

る自然豊富な地域である．面積は約 50,000km2 で

あり，気候は比較的湿潤である．ボルガン県の北部

は山岳地域であり，年間平均降水量は 350mm 以

上，南の地域では 200-250mm と少なくなっている． 

農業が盛んであり，資源も豊富で金の産出地でも

ある． 

(3) 有用性：衛星画像を用いることで広範囲における

土地被覆変化を時系列的に明らかにすることがで

きる．また気候・社会・経済のデータを用いて変化

の要因を分析することで，今後の取り組みや政策

決定に貢献することができると考えられる． 

(4) 手法：はじめに既存の GIS データを用いて対象地 

域における土地被覆マップを作成した．次に

LANDSAT TM/ETM+の 1991 年と 2006 年の 8 月

の衛星写真(170km×180km)を用いて土地被覆分

類を行った．土地被覆分類では最尤法を用いた． 

土地被覆変化の要因を気候・社会データを用いて

考察した． 

(5) 結果：1991 年と 2006 年にかけて土地被覆分類の

結果から，1991 年に主に森林域であった北東の

地域で植生がさらに増加し，ステップ域，土壌

域であった南西の地域で植生が減少したことが

明らかとなった．水域に関しては大きな変化は

見られなかった．対象地域においては植生の分

布が偏ったため，気候的な要因の影響は低く，

家畜数，特にヤギの増加を含めた人為的な要因

の影響が大きいと考えられるが，今後も考慮す

る必要がある． 
 

            
図 1：モンゴルの土地被覆図と対象地域              図 2：1991 年における対象地域の土地被覆分類図 
 

表 1：ボルガン県 1991 年と 2006 年の家畜数 

 1991 2006
Camel 3.7 0.4
Horse 124.8 147.8
Cattle 176.9 114.8
Sheep 608.2 825.4
Goat 107.7 584.1
Total 1021.3 1672.5          
            (単位：1000 頭)     図 3：2006 年における対象地域の土地被覆分類図 
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